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午後７時００分 開会 

○班長  そろいましたので、早速ですが、江東区外部評価委員会第２班ヒアリング、３回目に

なりますが、開会させていただきたいと思います。 

 それでは、早速ですが、内容のほうに入らせていただきたいと思います。まず、本日の対象

施策でございますけれども、施策１７「コミュニティの活性化」、それから、施策２０「文化

の彩り豊かな地域づくり」の２本でございます。 

 初めに、お手元の資料の確認をお願いいたします。席上に配付しております会議次第に資料

の一覧がございますので、不足がございましたら事務局までお声がけください。 

 また、席次表につきましても、施策ごとにおつくりして、お配りしておりますので、それぞ

れご確認をいただければと思います。 

 

                                       

     ◎ヒアリング 

       （１）施策１７「コミュニティの活性化」 

○班長  それでは、早速ですが、内容のほうに入っていきたいと思います。初めに、施策の主

管部長さんより、施策１７番の現状と課題、今後の方向性につきまして、５分程度でご説明を

お願いいたします。 

○関係職員  よろしくお願いいたします。それでは、施策１７「コミュニティの活性化」につ

いてでございます。 

 まず、１７の施策を取り巻く社会環境、それから、区民要望等の変化でございますが、一番

大きな変化というのは、江東区の人口が急激に伸びているということでございます。平成１８年

に４３万１,０００余の人口が、平成２３年には４７万２,０００余の人口になっているという

ことで、１月１日時点での比較ですけれども、９.５％の増ということでございます。また、外

国人登録者数も大幅に伸びておりまして、平成１８年１万５,４３７人から、平成２３年には

２万１,４７９人ということで、こちらのほうは４０％に近い伸びとなっております。こうした

ことから、人口増に伴うさまざまな影響が、よい意味でも悪い意味でも出てきているという状

況にございます。 

 人口増は、一般的にはまちに活力を与えるということがございますけれども、居住年数の長

短によって、コミュニケーションの不足というものが出てくる。そうしたことに起因します影

響が、いろいろな生活の面でもさまざまなトラブルという形で出てきております。例えば、外
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国人登録者の方との間では、ごみの出し方から始まりまして、生活習慣の違い、あるいは文化

の違いから来るずれ、こうしたものをめぐってのトラブルが起きたり、そうしたものがあると

いうことでございます。また、日本人の中でも、やはり長く住んでいる方と新しく江東区民に

なられた方、そうした中では、やはり意識の差といいますか、そうしたものが出てきていると

いう部分で、これまでのような江東区では、どちらかと言えば、下町という言葉に代表されま

す情緒的な部分での地域のつながりがございましたけれども、それよりは、むしろもっと理に

沿った形での地域というものを求めている方が増えてきているという、そうしたものがござい

ます。 

 江東区では、区政世論調査によりませば、長期居住者、いわゆる２０年以上の居住者と、生

まれてからこのかた江東区を離れていない方の率というのは、５５.９％ということでございま

すので、ほぼ半数以上の方が江東区に長くお住まいだということでございます。 

 そうした一方で、江東区は定住意向というのが非常に高いというのもございまして、平成

２１年の、やはりこれは区政世論調査でございますが、９１.１％の方が江東区に定住意向があ

るということでございます。ちなみに、平成１７年では８７.８％、平成１９年では８７.５％

ということで、８０％台後半でしたが、ここへきて、それが９０％を超えたという状況でござ

います。 

 このように住民の方々が増えたということで、行政だけでは解決ができない、あるいは対応

しきれない、こうした部分を、さまざまな形で主体的に活動を行って取り組んでいる団体が増

えているということがございます。いわゆるボランティアでございますけれども、現在、登録

ボランティアの団体は８７、また、ＮＰＯは１５６という状況にございます。 

 ５年後の予測ということになりますが、この形で参りますと、やはり先ほど申し上げました、

コミュニティに対する考え方のずれというものが次第に大きくなっていくだろうということと、

それによって、コミュニティの中心となるリーダー、こうしたリーダーになろうという方も減

っていくだろうということで、やはりリーダーの育成というものが大きな課題になってくるの

かなということと、それと関連しますけれども、地域コミュニティの存立・存続、これ自体が

危うくなってくる状況というのが出てくるのではないかというふうに予測をしております。 

 それで、では、江東区としてはどのような取り組みをしているかということでございますが、

コミュニティ活動への参加促進ということで、町会・自治会に対しますさまざまな支援活動、

さらにまた、コミュニティ活動支援事業の１つとして、昨年から始まりましたけれども、区民

との協働によります事業の推進、この事業につきましては、昨年から始まりまして、結果的に
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２つの事業が採択をされまして、２３年度から、その事業の実施に向けての取り組みが進んで

いるところでございます。 

 それから、それと関連いたしますが、コミュニティ活動の情報発信事業、こうしたものをや

っていこうということで、ポータルサイトの構築というものを現在進めてございます。これに

つきましては、今年の秋口を目途に稼働させていきたいと思っているところでございます。こ

れにつきましては、やはり長期計画の区民アンケートによりますと、区報・ホームページなど

のコミュニティ活動の情報発信認知度、これが５６.５％ということで、決して高くはないとい

う状況にございます。 

 それから、コミュニティ活動の環境整備ということで、区民館・地区集会所、そうした区民

が集い活動できる場というものも整備をしてきているところでございます。文化センター関係

では１２施設、区民館が１０施設、地区集会所３６、全部で５８の施設がございます。こうし

た施設につきましても、いろいろな方が使えるようにということで、いわゆるバリアフリー化

も図っているところでございまして、入り口のスロープ化、あるいはエレベーターの設置、こ

うしたものにつきましては、ほぼその整備が完了しているところでございます。 

 さらに、世代・国籍を超えた交流の促進ということで、外国人の方を対象といたしますイベ

ント、これは主として外国人の方の相談等にのっているボランティア団体、こうした団体を中

心とした事業という形で思っております。さらに、区民向けの事業といたしましては、区民ま

つり事業、さらに、これはまちのほうが主体となってございますけれども、江東花火大会、こ

うしたものも事業として実施しているところでございます。 

 課題といたしましては、だれもが参加しやすい環境整備、そうしたものをさらにどうやって

充実を図っていくかということを考えてございます。さらに、さまざまな形で活動しておりま

す団体の活動内容や、これをどのように行うか、さらには、町会・自治会組織の活性化、こう

したものにも手を差し伸べていく必要があるだろうと考えてございます。前後いたしますが、

平成２２年でございますけれども、江東区の全世帯に対する町会・自治会等へ加入している世

帯の割合というのは、６３.７２％ということでございます。これは年々下がってきております。

つまり、人口が増えてきているのもございますが、それを割り引いても、やはり確実に下がっ

てきているという傾向にあるということでございます。 

 今後の施策の方向性でございますけれども、江東区に住み暮らす人々が主体的に活動できる

環境を整備していく、その方針のもとに、情報発信、あるいは、ボランティア団体との連携、

こうしたものを強化していくというのが、今後の施策の方向ということになろうかと思います。 
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 以上でございます。 

○班長  どうもありがとうございました。それでは、質疑のほうに入っていきたいと思います。 

 基本的に進め方というとあれなんですけれども、今、主管部長さんよりご説明いただいた中

にもありました、施策を実現するための取り組みにおおむね沿うような形で、事前に少し確認

をこちらでも行いましたので、大体この施策を実現するための取り組みの順を意識しながら、

緩やかに進めてまいりたいと思います。 

 それでは、早速なんですが、幾つか関連してご質問等いただければと思います。 

○委員  私は地域活動をしている者ですので、この機会にぜひ確認をさせていただきたいこと

があります。 

 １つは、一般的に言われる町会と自治会の違いは何かということ、あるいは、町会が存続し

ている法的根拠といいますか、私たち町会活動をしている人間からすると、よりどころはどこ

にあるんだろうかという、補助はいただいておりますけれども、そういうことをちょっと確認

したい。 

 それから、町会・自治会というのは、自由に使っていいものかどうかということもお伺いし

たい。私、マンションに住んでいるんですが、マンション単独で町会をつくっておりまして、

町会という名前で登録しているものですけれども、それが自由に使えるものかどうかという。

これから新しいマンションもたくさんできてくると思うので、そこらあたりと、それから、も

う１点、町会・自治会は、上部団体である連合会に加入しないといけないものかどうかという

ところを前段で整理させていただきたい、教えていただきたいということです。 

○班長  まず、ちょっと基本的なところになりますけれど、３点出ましたけれども、質問を繰

り返すことはいたしませんが、今出ました質問に対しまして、順次ご回答いただければと思い

ます。 

○関係職員  何点か町会・自治会に関してご質問がありましたが、まず町会・自治会の違いと

いうことでございましたけれども、町会・自治会は、機能ですとか名前の違いはございますけ

れども、基本的に違いというのはございません。ただ、一般的に平場の部分では町会、あるい

は、集合住宅のところで自治会と呼ぶような習慣といいますか、慣習はございますけれども、

機能的には違いはございませんし、区としても、これらに対して違うような対応はしていない

ところでございます。 

 それから、町会の法的根拠ということでございますけれども、補助を受けていらっしゃると

いうことでございましたけれども、基本的に法的根拠というのはございません。こちらはあく
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までも区民の方が、地縁といいますか、たまたま近くにお住まいになっている地域を地縁とし

てつながっている任意団体ということでございます。そういうことで、法的根拠というのはご

ざいません。ですので、１つは、いろいろ問題が出てきているんですけれども、例えば町会が

お持ちの財産ですとか、そういったもの、例えば町会長が亡くなられたりしたときに、町会会

館を持っていたといったときに、それをどう引き継いでいくのかといったような問題があるの

で、我々は町会の法人化ですとか、そういったお願いはしているところですけれども、町会自

体は任意団体ということですので、法的根拠はないということでございます。 

 それから、補助というお話がございましたけれども、区はいろいろ補助は実施してございま

すが、おそらく委員がおっしゃられたのは、我々が事務委託として、いろいろ区の委員会です

とか審議会に町会の方からご出席をいただいたり、あるいは防犯とか交通安全、こういったご

協力をいただいたり、あるいは日赤の共同募金、こういったもののご協力をいただいたりとか、

いろいろ町会の方にポスターを掲示してもらったりとか、いろんな事務の、区の施策のお手伝

いをお願いしているところがございまして、こういった部分に対して、区から委託金というの

を出してございます。これは、委員のほうからおっしゃられたように、かつては補助金的な意

味合いというか、性格があったんですけれども、やはりここら辺どう使われているのか不透明

だといういろいろご意見等もございまして、見直しをして、今は、補助委託要領というのをつ

くりまして、事務委託ということで実施しているところでございます。 

 それから、町会という名称を自由に使っていいのかどうかということだったかと思うんです

けれども、基本的に任意団体でございますので、名前については、自由に使っていただいて結

構でございます。 

 それから、上部団体の連合会に加入すべきかどうかというお話でございますけれども、一番

ベースとなる単組の町会、あるいはマンションの自治会というものが区内で２７０ちょっとあ

るわけでございますけれども、それの上部団体といいますか、エリアで区分けした町会が連合

した連合町会というのが８つほどございます。その上に、さらに全体の連合会を取りまとめる

区町連というのがございます。さらにその上には、都町連というのがございまして、さらに全

国の組織があるといった、そういうヒエラルキーになってございます。連合町会に加入するか

どうかというのは、これも任意ということでございます。地区によっては１００％の地区もご

ざいますし、平均６０％、７０％ぐらいの地区もございます。 

 以上がご質問のあったところだと思います。 

○班長  では、今のことに関連して。 
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○委員  すいません、もう１点だけ。 

 先ほど区内２７０団体と言われましたけれども、実際にはもっとあるのではないかなと思っ

ているんですけれども。というのは、先ほどの事務委託費を支払っている先というのは、もっ

と数が多いのではないかと思うんですけど、そのあたりの数字というのはわかりますでしょう

か。 

○関係職員  区が事務委託費を払っているのは、２７５団体でございます。これに、連合町会

がありまして、さらに区町連という形、それを合わせますと１０ぐらいありますけれども。で

すから、全部で２８５とか、そういう数字になります。 

 もちろん、私どもが町会として事務委託費を払っていない、例えば、マンションの中でも管

理組合みたいなものがございますけれども、管理組合で自治会をつくっていないというところ

もございますので、そういったところは町会としてのおつき合いといいますか、区と関係はな

いんでございますけれども、つまり、事務委託費を払ってという関係にはないんですが、そう

いったところはたくさん数がございます。そういったところが、冒頭の説明にもありましたよ

うに、区内の町会の加入率というのが、今、平成２２年度の段階で６４％ぐらいなんですけれ

ども、すべての世帯が町会に加入していないと言ったのは、そういった部分でございます。 

○委員  すいません、最初が長くなって申しわけないんですけど、先ほどマンションの管理組

合って言われましたですね。管理組合って、分譲型でいきますと、理事会というところで実際

に運営されていると思うんですが、管理組合の管理規則といいますか、その中に理事会として、

管理組合としての本来業務に、地域コミュニティの形成という文言があるんですね。そこに対

して、それは本来業務に入ってきていて、それから、地域コミュニティの形成費を一般管理費

から出してもいいというふうに、今、変わってきているんですね。私どものマンションもそう

いうふうにしまして、全住民を町会員にしたわけですけれども、町会費は当然一般管理費から

出ていて、それで、なおかつ、事務委託費もいただいてはいるんですけれども。そういう意味

で言うと、これから先の話になると思いますけれども、大型マンション等は必ず管理組合の設

置が義務づけられておりますし、その本来業務の中にもコミュニティの形成というのも入って

いると思うので、その辺を拾っていくと、もっともっと実態よりは、機能しているかどうかは

ちょっと別にしまして、実際に動いているところはたくさんあるのではないかなと思いまして、

ちょっと追加の質問をさせていただきました。 

○班長  むしろ内容的に入っている話なんですが、このまま続けたいと思います。 

○関係職員  今、管理組合と自治会のお話がありましたけれども、実は、町会と自治会という
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のは、先ほどもお話ししましたように、区別はないんですけれども、町会・自治会と管理組合

というのは、これは大きな違いがございます。管理組合というのは、区分所有法というマンシ

ョンを管理する法律がございまして、この区分所有法の中で、必ず設置しなければならないと

いうのが管理組合になっています。管理組合の構成員というのは、つまり、マンションの区分

所有者ということになっています。区分所有者ということですから、そこにお住まいかどうか

というのは、また別な話でございます。つまり、マンションを買ったけれども、投機のために

買った、だけれども、ここに住むのは別の人が住んでいるといったことがございます。 

 町会の場合は、これは当然、何丁目という、例えば東陽一丁目とかいう場所があって、エリ

アがあって、そこにお住まいの方たちで構成されているというのが町会・自治会でございます

ので、つまり、今の区分所有の方というのは、町会員にはなり得ないといいますか、概念から

すると、ちょっと別な方という形になるんですね。ここが、つまり、今、江東区の中でも、人

口が増えて、世帯が増えているわけですけれども、主に臨海部のマンションを中心に増えてい

るわけですけれども、そのマンションを構成する管理組合の構成員と、我々がおつき合いをし

たい、地元に住んでいる自治会の構成員というのは、実は若干違うということがございまして、

ここが町会の加入率を上げる１つの壁になっているところでございます。 

 先ほど委員のほうから、管理規則の中に町会コミュニティにも配慮するような規定があるん

だというお話がございました。実はこれは平成１６年に法改正がございまして、これは国土交

通省がつくっている法律なんですけれども、この中で、以前はマンションの管理組合規定はば

らばらだったわけでございますけれども、近年、マンションにお住まいの方が多くなってきた

ものですから、ここら辺を統一するために、国のほうで一種の標準規定のようなものをつくっ

ているんです。その中に、平成１６年の改正の中に、管理組合の中にも地域コミュニティに配

慮するんだという文言を入れたわけなんですけれども、実はこの地域コミュニティに配慮する

という文言は、我々からすると、極めて狭義の、狭い意味の地域コミュニティということにな

ってございまして、あくまでもそのマンションの集合体の方たちが、お互いに毎日顔を見合わ

せてトラブルがないように、あるいは、将来マンションを計画的に修繕・改築できるようにと

いう、マンションの住民同士の地域コミュニティというのがメーンでございまして、それ以外

にも、マンションの管理組合等の方が、地元の町会とおつき合いする限りにおいてのコミュニ

ティという形になってございまして、そういった方が町会に参加する会費みたいなものは、管

理組合で出していいということになってございます。 

 管理組合の主な目的というのは、マンションの共有部分の管理というものが非常に大きな問
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題になってきています。一方、町会・自治会というのは、そういったものは関係なしに、地元

に住んでいる方の地域のコミュニティということになっていますので、若干ここら辺の微妙な

差が、実は町会への加入の問題として大きな要因の１つになっているところでございます。ち

ょっと難しい話なんですけれども。 

○班長  今のに関連して。どうぞ、続けてください。 

○委員  今のお話はよくわかるんですが、私どもの、国土交通省の標準管理規約に基づいて会

則を変えて、あえて居住者を優先した町会を、もともと町会はあったんですけれども、全戸加

入にさせた経緯があるわけですね。あまり狭義というふうには思っていなくて、もともと町会

というものがあったものですから、そこを全員加入させるために、そういう手段をとったとい

う。ですから、私どもは５００弱の世帯があるものですから、このマンション一つが単独の町

だというとらえ方をしていまして、管理組合の理事会と町会の部分とが、それと、あと管理会

社とか、いろいろ地域にありますけれども、そういうものが三位一体になって初めてすばらし

いといいますか、グレードアップしたマンションになるんだろうと、そういう考え方できてい

るんですね。ですから、これから先も、大型のマンションができればできるほど、そういうと

ころに行政がもっともっと支援していく必要があるのではないかなということもありまして、

冒頭に質問させていただいたわけです。 

○班長  今の点、いかがでしょう。 

○委員  私は豊洲地区に住んでいて、いわゆる新住民に分類される者なんですけれども、やは

り町会があるのは知っているんですけれども、活動自体はほんとうに年に１回、夏祭りをやっ

ているのにおみこしを担ぐ人を募集しますぐらいしか見かけたことがなくて、ほかに何をやっ

ているのかがわからないというのが実情でして、こちらで掲示板の設置とかと書いてあるんで

すけど、そういうものをあまり見たことがない気がするんですね。そういうふうに、そういう

のを積極的に取り組んでいないのかもしれないんですけれども。特に夏祭りはお盆の時期なの

で、参加できる人が結構少なかったりすると思うんで。その他、町会が何をやっているのかと

いうのも、参加したくてもよくわからないというのが実情だと思います。 

 多分、豊洲・東雲エリアというのは新しい人が多いので、なかなか昔からの町会にはなじみ

づらいというのがあると思うので、もっと積極的に何か新しい人が入っていけるものをやって

いくというのを、町会頼みではなく、区のほうでも何か支援をしていくと、もっと入っていく

人は多いのではないかなとは思うんですけれども、そういった試みというのはやっていらっし

ゃるんでしょうか。 
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○関係職員  おっしゃるとおり、マンションにお住まいの方だと、今まではプライバシーに配

慮して、あまりかかわりたくないと。しかも、マンションの管理組合のほうで、ごみも集めて

くれるし、マンションをつくるときに、事前指導と言いまして、マンションの中に集会所をつ

くってください、それから、掲示板をつくってくださいという指導をしていますので、マンシ

ョンに入られる方は、そのときにもう既に一定程度、管理組合は法的につくらなければいけな

いということでございますので、町会に入って何のメリットがあるのというのがありまして、

なかなかそこら辺が町会に入っていただけない、旧態依然とした組織に入るには抵抗があると、

特に新しい方ですね。そういった若い方を中心に、そういったことがあったんですけれども、

最近、こういった震災の影響がございますと、やはり自助、お互いに助ける共助、それから最

終的には公助というのがあって、もともと自助だけでいいよと言っていた方が、やはり公助も

大切だし、お互いに助け合う共助というのも大切だねと。そのときに、マンションだけでいい

のか、あるいは、マンションを超えたおつき合いが必要なのかというところで、今、こういっ

た町会・自治会みたいなものの見直しがされてございます。 

 こういったことを我々も今チャンスだと思っておりまして、こういった中で、なるべく、先

ほど申し上げましたように、管理組合と――委員のお住まいのところは非常にうまくいってい

るケースだと思うんですけれども、実は管理組合はつくるけれども、自治会というのは、メン

バーが違う、総会をやると自治会の設立はなかなかオーケーがもらえない、さらに町会費を何

百円か取るというのは非常に抵抗があるんだということになってしまいますと、なかなかでき

ないというのがあるんですけれども、我々としては、忍耐強くいろいろやっていきたいと思っ

ています。 

 具体的にどうということはないんですけれども、特にマンションなんかですと、もう既にマ

ンションの中に憩いの場所があるとか、もう既にマンションをつくる段階で我々が指導してし

まっていますので、特にないんですけれども、特にこういった防災の横のつながり、あるいは、

生活の中の潤いといいますか、やはり住んでよかったというのは、単にそこに住んで便利だと

かいうのではなくて、やはり土地自体に愛着を持つ、例えば下町のお祭りですとか、そういっ

た雰囲気の中で、江東区に住んでよかったなと、自分のふるさとと呼べるなという、愛着を持

っていただかないと、なかなか定住意向、ほんとうに住んでよかったというものが出てこない

と思うんですけれども。そういった総合的な面で、やはり定住意向を高める中で、町会・自治

会、自分たちの地元の人たちとのおつき合いというのを広めてもらうような形で、我々、区民

まつりをやったりとか、いろいろ地域のお祭りに対して助成をしたりとかしてございますけれ
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ども。そういった人とのつながりの中で、ぜひともそういった町会に入ってもらうような形で、

町会というのはあくまでも任意の団体ですので、入る入らないは自由ということで、強制はで

きないわけですけれども、そういった中で広めていきたいなというふうに考えてございます。 

○委員  私が入っているマンションは、町会に入っているんです。共益費か何かから引き落と

されて、そのままお支払いをされているような形なんですけど、入っていはいるものの、活動

自体は何も知らないという状況が起きているので、町会に入っている人には何かお知らせが来

るとか、そういうようなものがあるだけでも。入っているだけでは、入っている人がどれだけ

増えても、結局、コミュニティとして成り立っていないと思うんですよね。なので、コミュニ

ティとして成り立たせるための町会ということでよろしいんですね。そうすると、もうちょっ

と町会としての役割ではないですけど、どういったことを目指すのか。例えば、最初だけでも

いいと思うので、こういう活動をやっていますから、こういうことに参加してくださいみたい

な投げかけがあるだけでも、今は一体何をやっているのか全くわからないという状況なので、

そういったことを区のほうから何かお知らせなり、何かやってあげるだけでも。町会任せだと、

ほんとうにやる気があるところだったら、それこそコミュニティはどんどんできていくと思い

ますけれども、増やさなくても、最初から地元にいる人だけでいいよというところでは、新し

い人たちとは交わってはいけないのかなと思ってしまうんですけれども、そのあたりはどうな

んでしょうか。 

○関係職員  地元の町会に入られているというので、非常にいいケースだと思うんですね。実

は平場の町会の中に、いきなり大きなマンションができて、町会に入ってしまうと、世帯数の

逆転現象が生じてしまうところがあります。つまり、１００世帯しかないぐらいの町会のとこ

ろに３,０００戸ができちゃうと、もう逆転しちゃうわけですね。意見が逆転しちゃうわけです。

ですので、平場の町会の中には、別個にマンションで自治会をつくってくれというところもあ

るわけで、そういう中で、一緒に入られているというのは、非常にいいケースだと思っていま

す。 

 町会に入ると何かお知らせのメリットがあるのかどうかということなんですけれども、実は

区報は今全戸配布してございますし、区報を見ない方でも、インターネット、あるいは区政モ

ニター、あるいは広聴広報、こういったさまざまな制度がございますので、区民の方は、町会

に入る入らないにかかわらず、区の情報はもう満遍なく届くようなシステムがありますので、

町会に入らないと情報が入らないということではない状況になっています。 

 もう少しいろいろ町会の中でも、それぞれ任意の団体ですので、区がどうしろこうしろとい
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うのはしていないんですけれども、いろいろ年間の行事があると思います。そういった中に参

加していただいたり、あるいは、町会を通していろいろ、昨年国勢調査をお願いしたり、ある

いは、こういった委員会の委員の選出をお願いしたりといったこともしてございますので、ま

ずは町会の活動の中にご参加いただいて、その中で、できれば区といろいろ接点を持って、い

ろいろご意見を上げていただけると助かるなというふうに思っております。 

○委員  今の点に関連して、確認のようなことになってしまうんですけれども、区としては、

先ほどのご説明にもあった、町会・自治会の加入率６３.７２％をできる限り増やしたいという

ことでよろしいんでしょうか。目標といいますか、指標には入っておりませんけれども。 

○関係職員  上げていきたいと思っております。ただ、この率は、あくまでもこれは相対的な

率でございまして、冒頭のご説明にもありましたように、この５年間の平均をとっても、毎年

２,０００世帯ずつ加入世帯というのは増えてございます。ただ、それ以上に入らない世帯も増

えているということで、相対的に率は低下しているんですけれども、毎年２,０００世帯ずつ増

えているということで、実は増えているところでございます。 

○委員  それが人口というか、世帯数の増加のペースに追いついていないという現状だという

ことですね。 

 追加で、もう１点だけ確認したいのは、この町会・自治会という、あえて言いますと、昔な

がらの地縁のコミュニティという装置というか、それを使って、にぎわいとかつながりという

のはいいんですけれども、具体的に、先ほどご説明があったメリットというところの関連で言

うと、やはり一番防災のときの、いわゆる災害時の際のさまざまなセーフティネットといいま

すか、そういった対応の部分で具体的な効果は、どういうものが一番防災の分野で見込めると

いう趣旨で、加入率を上げていきたいという理解でよろしいでしょうか。 

○関係職員  それも一つだということです。 

○委員  かなり大きな一つということでよろしいですか。 

○関係職員  そうですね。今たまたま関心を呼んでいるので、なかなか今まで町会の加入、自

治会の加入と、やはり古いコミュニティ手法といいますか、どうしても特に若い世代にとって

は、古いやり方というイメージがあったんですけれども、今、ここへきて、こういった見直し

が注目されてございますので、こういったきっかけに広めていきたいというふうに考えていま

す。 

○委員  このことについては最後の質問なんですけれども、今おっしゃられた、ある種の古い

やり方という部分をあえて使って、若い世帯、あるいは、先ほど話題に出たマンション管理組
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合といいますか、集合住宅の部分のところについて、そういう新しい対象に対しても、この古

いやり方、古いといいますか、悪い意味ではなくて、昔ながらのやり方のところに入ってもら

うということを基本的なスタイルとして考えていらっしゃるということで、おそらく先ほど委

員がお聞きになりたかったのは、そこの仕掛けは何なんですかということだと思うんですけれ

ども、そこはさっき、具体的にはあまりというのをおっしゃられたんですが。改めて伺います

けれども、ある種、簡単ではない問題のように思うんですけれども、では、そういった前提の

中で、加入率を上げていく具体的な仕掛けとして、どういったものを考えていくのかというと

ころが一番大きなポイントのような気がするのですが、その点について、繰り返しになります

けれども、改めてコメントいただければと思います。 

○関係職員  江東区の人口は非常に伸びておりますけれども、実は社会増減によるものが６割

とか７割とか８割を占めているところでございます。これはほかの自治体も同じなんですけれ

ども。また、江東区の場合は、出入りも多い、人口の大体５％が新しく入ってきて、５％がま

た新しく出ていくといった状況がございます。こういった社会流動が激しい中、それと、江東

区の場合はマンションが多いということがありますので、先ほど言った管理組合の問題とかも

あるんですけれども、基本的にはマンションにお住まいで新しく入られることが多いわけです

ので。マンションを建てるときに事前協議を業者とやっているわけですけれども、あくまでも

町会・自治会というのは任意の団体なので、どちらかというとお願いをしたままという状況が

あるんですけれども、今後は多少追跡調査をして、その後、ほんとうに町会・自治会の加入ま

で、どこまでいったのか、あるいは、もうあきらめてしまったのかというのを追跡調査したり、

あるいは、例えばファミリー世帯の分譲のマンション、こういったようなところに対象を絞っ

て、もうちょっとそこの管理組合の方とじっくりお話をするような機会をつくっていく。そう

いった中で、古い手法かもしれませんけれども、町会・自治会への加入もお願いしていきたい

と考えているところです。 

○委員  ありがとうございます。古いということが悪いということを申し上げているのではな

くて、今いただいたコメントのところで、非常に合点した部分があるんですけれども。逆に、

マンション世帯が多いですとか、あるいは、そういったところに、しかしながら、従来の町会・

自治会のいいところをなるべくミックスするようなというところが少しでも広がっていけば、

それ自体、江東区発の新しい地縁コミュニティという考え方にも多分なっていくと思うので、

そのあたりは、先ほど委員のお住まいのところはすごく先進的な事例だとか、これはうまくい

っている事例だというようなお言葉もありましたので、そういったところの、先ほどおっしゃ
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った追跡といったことも含めて、ぜひ前向きに取り組んでいただけるといいのかなというのが

私の印象です。 

○委員  すいません、私はもう１点。 

 大型のマンションができてくると、先ほど分譲の大型、ファミリー型だったときに、もう一

歩進んで、たまたま私のところを事例に出すわけではないんですが、会則に、こういうふうに

なったらいいですよとか、そういうアドバイスまで踏み込むことができるかどうか。例えば、

管理組合の理事長は町会の副会長を兼ねるとかですね。実は私どもは、すったもんだありまし

たけれど、そう決めたんですよ。町会長は管理組合の理事となるというふうに、人的交流を図

って、情報を――それぞれ役割が違うのは承知しているんですよ。私たちは居住者を対象にし

ているし、地域あるいは広域の防災を担当しているし、管理組合のほうは財産管理であるし、

館内の自衛消防を担当しているとか、そういうすみ分けは承知の上で、そういう人的な交流を

していて、少しうまくいっているかなという感じになっているので、そこまで踏み込んでアド

バイスしてもらうとうれしいなという、そういう意見です。 

○班長  そのあたり、何がどこまでできるかというのはあると思うんですが、今のコメントに

ついてはいかがでしょうか。あまりしっかりできるとかできないとかというところまでは触れ

ていただかなくても結構ですので。 

○関係職員  今後の新しい取り組みという部分のご提案にもなろうかと思いますので、今後い

ろいろ検討はしていきたいと思います。 

 ただ、やはり管理組合と自治会というのは、やはり似て非なるものだと思っていますので、

まずここら辺の違いというのを理解していただいた上で、任意加入の町会・自治会というもの

をつくっていただくということをまず理解していただかないと、後でいろいろ、これは最高裁

まで行った事例等がありますので、いろいろ難しい問題がありますので、そういった部分をき

ちっとクリアするような形で進めていきたいと思っています。 

○班長  ありがとうございます。 

 では、進行の関係もございますので、関連するかもしれませんから、次の話題といいますか、

次の質問に移りたいと思います。 

○委員  コミュニティ活動の情報発信ということで、サイトをつくっていらっしゃるというこ

となんですけれども、ほかの区もそうなんですけれども、ホームページが結構見づらかったり

とか、調べたいことがわからなかったりとか、あまり区民の目線には立っていないのかなと思

ってしまうところが多々あるんですけれども。今回のこのポータルサイトは、要は、使っても
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らうために、いろいろ情報発信するためのものであるということは、区民の意見を取り入れる、

何かそういうシステムは取り入れていらっしゃるんでしょうか。 

○委員  今の質問につきまして、今年の秋にオープンということなんですが、その設計の思想

ですとか、あるいは現在の準備状況等を含めて、改めてご説明いただければと思います。 

○関係職員  もともとこの発想が出てきたのが、江東未来会議という、４年前に江東区民

１５０人から組織したところの提言から出てきたお話でございます。それが、基本構想、長期

計画というところで、だんだんと具体化してきて、今、具体的に動いているということです。

ですので、この発想については、もともとは区民の方から出た声ということですね。 

 それで、どういうものが必要なのかということは、区の各課から若い職員を選抜しまして、

内容を検討しながら、その中で、まちで今ご活躍中のＮＰＯの方、任意団体の方、こういった

方をお呼びしまして、意見を聴取しながら、あと、先にやっている自治体の方の担当者を呼ん

で、ご意見を聞きながら、そういったことで、今、実現に向けて動いているというところでご

ざいます。それで、これは動き始めるまでは区のほうで運営しているんですが、動き始めて落

ちつきましたらば、運営委員会のようなものを立ち上げまして、区民の方からそういうご意見

をいただきながら、メンバーに入っていただいて、反映させて、どんどん変えていこうという

ように思っています。 

 それで、このサイトのポリシーとしては、だれもが使えるということですね。ですので、初

めて使う方、それから、今とても使いこなしている方、そういう方、だれでも使えるようなも

のを目指して、今、構築しているところでございます。 

 以上です。 

○委員  すいません、質問がもしかしたらほかのものとかぶってしまうかもしれないんですけ

れども、江東区は外国人がすごく増えているということで、先ほどご説明があったんですけれ

ども、外国人の方がものすごく情報をとりづらい。私は主人が外国人である関係で、外国人の

方の友達が結構いますし、やっているビジネスの関係でも、江東区に住んでいる外国人の方と

お話をする機会があるんですけれども、例えば、もう保育園のことが全くわからなかったりだ

とか、幼稚園にどういうふうに入れたらいいかわからなかったりとか、どこに聞けばいいかも

わからないという人たちが結構いらっしゃるんですね。なので、そういったことで、サイトの

中でもそういう外国人の方に優しいではないですけど、英語だったり、中国語だったりとか、

メーンになる言語というのは幾つかあると思うんですけれども、そういうところは入っている

んですかね。 
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○関係職員  このサイトの趣旨が、そもそも今市民活動をやっている方たちの情報を発信して

いく、それと、何かやりたい、そういうところに参加したい方がその情報を得る、そういうと

ころを趣旨にしているので、今言われたようなことは、江東区のホームページでお知らせでき

るのかなと思います。それで、今立ち上げているポータルサイトは、江東区のサイトともリン

クをしますし、逆に、江東区のトップ画面にバナーをつけていただくような交渉を今しており

ますので、そこの行き来は簡単にできるようになると思いますので、そこら辺でフォローして

いくしか、外国人の方については、それしかないかなと思っています。 

 それと、あとは、市民活動団体も、ジャンル別にタグをつけますので、その中でインターナ

ショナルといったところを開いていただければ、外国人向けの活動をやっている団体について

は、そういう情報が入る可能性もあります。ただ、このサイトの趣旨としては、そういうもの

ではなくて、団体活動の発信が趣旨だということで、ご理解いただければと思います。 

 以上です。 

○班長  今のサイトのところで何かご質問よろしいでしょうか。 

○委員  この問題だけではないんですけれども、ときどきホームページを見るものですから、

デスクトップに江東区のホームページだけ別に立てて、いつでも見られるようにしているんで

すが、なかなか希望のところへ到着しにくいという印象を持っていまして、私がまだ不慣れだ

ということだとは思うんですけれども、もう少しだれもがわかりやすいように――皆さん方は

専門家だから、すぐ届くんでしょうけれども、一般の人の意見を聞いてみて、もう少しわかり

やすいようにしていただけたらなという感想なんですけれども。 

○関係職員  その点につきましては、今回はだれもがいじれる、さわれる、参加できるという

コンセプトでございますので、業者の選定の際も、そういったサイトをもう長年つくってきて

いるような業者を選定させていただきました。ですので、例えば、昨日、登録団体への説明会

をしたんですけれども、市民団体の方から、何とか県人会の方とか、コンピュータなんかいじ

ったことないよというような方まで来ていましたので、そういう方たちにもさわれるようなサ

イトにしていきたいと考えています。 

 以上です。 

○班長  サイトの構築のところについては、他の論点とも絡みながら質問が出ましたけれども、

とりあえずこのあたりで区切らせていただきたいと思います。 

○委員  少し質問させていただいてよろしいでしょうか。先ほど、この質疑応答の前半の時間

を使って、いわゆる地縁コミュニティの話が出たかと思うんですが、先ほどの施策のシートの
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ご説明の中に、一方で、こうした地縁団体とＮＰＯ、ボランティアとの連携が課題であるとい

う記述がございまして、まずこのあたりについて、これは何を言っているのかというのを教え

ていただけますでしょうか。 

○関係職員  このサイトにおいては、３人以上で団体を組んで、規約があるところはだれでも

入ってくださいという、ハードルをとても低くしております。それで、みんなが登録すれば情

報発信できますということでやっておりまして、その中では町会・自治会も同じように入って

いただける。だから、ほんとうにくだけた話をすると、町会が盆踊りをやるんだけど、太鼓を

たたく人がいないんだけどだれかいないかと情報発信すれば、そういう太鼓をたたくようなＮ

ＰＯ団体が、うちが手伝いますよと連絡をとる、そういったコミュニティというか、かかわり

ができてくる、マッチングができる、そういったことも考えております。 

○委員  ありがとうございます。 

 今サイトのご説明をいただいて、その部分も今伺えてよかったんですが、もう少し根本的な

話として、この一次評価の中に、区民が主体的にコミュニティの発展や課題解決に取り組むま

ちづくりを推進するために、町会・自治会等の地縁団体と、ＮＰＯ・ボランティア等の専門的

に活動している団体の連携強化が課題であると書かれているんですけれども、これはどういう

意味ですかということを今伺っているんですけれども。 

○関係職員  今の現状としては、市民活動団体が狭い分野で自分たちの課題を解決するために

動いている。町会・自治会は、地縁団体ですから、またそれとは利益が別ですので、また独自

に動いている。そこら辺の連携が今はないのが課題だということで、これをどうつくっていこ

うかということで、今模索しているところでございます。 

○委員  具体的に、例えばで結構なんですけれども、どういうテーマでこういった連携という

ものが出てくるといいなというふうにお考えになっているんでしょうか。 

○関係職員  例えばで言いますと、例えば地域の見守り事業、お年寄りの見守り事業とかござ

いますけれども、こういうのをやっていると、例えば役所が直接やると、独居老人の方とうま

く接触もできない。だけども、地域の方ならば、お買い物の時間を知っているから、一緒にレ

ジで並んで、顔見知りになってから話せる。そうすると、その後は、そういう見守りのＮＰＯ

と連携をして、窓口だけを地域の方が開いて、実際の見守りはＮＰＯの方たちがやる。そうい

ったような連携ができればいいなと思っています。 

○委員  ありがとうございます。事前にそういうことかなとイメージしていたものと付合して

よかったんですけれども、おそらくそれを実現していくための手段の一つとして、このポータ
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ルサイト、マッチングサイトみたいなものをつくっていかれると思うんですが、それも含めて、

そういうことが体系的にというか、きちっと起こっていく仕組みというのは、課題ということ

なので、これからなんだと思うんですけれども、そのサイト以外に、どういった形の仕掛けみ

たいなものをつくっていくかというあたりについて、現時点で何かお考えがあれば教えていた

だきたいんですが。 

○関係職員  昨年度から本区は「協働」という視点を、重要視点として長期計画に定めており

ます。ということで、区のほうの職員にも、今年度から新採研修にも、私、出向きまして、協

働の考えを伝えております。それから、年に数回、職員向けの研修も実施しております。先ほ

どのサイトの内容を検討した幹事会というのもあるんですけれども、そういったさまざまなと

ころを利用しまして、職員の意識改革を図って、まちの人と力を合わせなければいけないとい

うところを、今、啓発しているところでございます。 

○班長  ありがとうございます。 

 それでは、ほかにいかがでしょうか。 

○委員 それでは、私からあと２点ほど伺いたいんですけれども、これは施策を実現する取り組

みで言いますと３番に該当するかと思うんですが、先ほどのご説明にもあったように、文化関

連の施設ですとか、集会施設、区民が活動できる施設、全部で５８施設あって、バリアフリー

等の対応をかなりなさっていらっしゃるというご説明があったんですけれども。具体的にこれ

らの施設の利用状況について、どういうふうな分析といいますか、どういうふうに区として現

況を評価なさっていらっしゃるか、そういう利用状況に対する評価という点についてコメント

をお願いできればと思うんですけれど。 

○関係職員  それでは、区民館、地区集会所、文化センターと３つございますので、順番にご

説明させていただきたいと思います。まず、私のほうから、地区集会所についてでございます。 

 地区集会所は、区内に今３６カ所ございまして、現状値は、こちらの施策シートにもござい

ますとおり、利用率は１９.２％ということで、他の文化センターや区民センターに比べてちょ

っと低い状況になってございます。これは施設の利用者の地域のエリアの問題。文化センター

とか区民センターというのは、一応何々地区文化センターということで、エリアが決められて

いる施設ではございますけれども、そのエリアというのは相当数広いところでございますが、

地区集会所の場合は、地元の町会を単位としてご利用いただいてございます。また、施設も、

一般の家屋のちょっと大き目の施設ということでございまして、防音とかもない施設でござい

ますので、当然、音を出すようなものはできないといったところでございますので、これまで
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ずっと利用率が上がってきて、２割ぐらいの利用率になってございますけれども、ここを今後

もキープしていきたいということでございます。 

 ２２年度の数字は、まだ確定値が入ってございませんけれども、今の見込み値で言いますと、

１７.７％という数字でございます。これは、昨年度、地区集会所のうち、４施設について、実

は旧耐震の古い耐震施設だったということがございまして、急遽改修工事をやってございます。

改修工事をやる間、利用ができなかったということがございまして、こういった部分を除いて

集計いたしますと、ほぼ前年と同じ１９.２％という状況でございます。 

 現在、この地区集会所については、設置は区が行いまして、管理は地元の町会が行うという

形になってございます。そういった意味で、２割という目標値はちょうどいいところなのかな

と、これをキープしていきたいというように考えているところでございます。 

○関係職員  実は区民館の率につきましては、５３.７％ということで、２２年度の実績を示し

てございます。もちろん、２０年度は５６ということで、落ちているわけでありますけれども、

この減の要因につきましては、区民館の改修などに伴いまして、使用のコマが増えている。実

際のところは、５６％というところにつきまして、１万８,０００余の使用コマだったわけです

けれど、５３.７％の２２年度につきましては、２万コマ、約２,６００コマ数が増えている状

況です。 

 そして、平均で５３.７％という率でありますけれども、実は区民館、７館あるわけでありま

すけれども、その中で利用率の高い区民館、例えば砂町区民館ですと、７１％という利用率が

あるところもございます。また、低いところですと、地域は枝川でありますけれども、その部

分につきましては、３２％ほどという、どうしても地域の特性などが出てきているというとこ

ろがございます。 

 しかしながら、地域に密着している区民館というところから、１カ月前の予約というような

特性があるわけですので、できるだけ区民の方に、さらに、利用していただける団体の方に利

用していただけるような配慮、また、施設案内等、周知を図っていきたいと思っております。 

 以上です。 

○関係職員  文化センターについての利用率についてお答えいたします。 

 今、こちらの指標につきましては、２０年度の６３.８というものしか入っておらないんです

けれども、２１年度につきましては、６２.６％です。２２年度につきましては、６２.０％で

す。 

 まず２０年度６３.８％から、２１年度６２.６％に少しポイントは落ちたんですけれども、
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これにつきましては、今、区民館のほうでも説明がございましたが、文化センターの施設の中

で、総合区民センターというのが平成２０年度に改修工事を行っておりまして、２１年度に貸

し出すコマ数が１万４,１０１件増えてございます。したがいまして、２０年度の利用件数とい

うのは１０万２,０００件だったんですけれども、２１年度につきましては１０万７,０００件

ということで、利用されている件数は５,０００件増えておるんですが、先ほど申し上げました

とおり、改修工事終了後のコマ数が増えたことによって、マイナスになっております。 

 それから、２１年度から２２年度で若干落ちておりますのは、まず１点は、深川江戸資料館

が改修に入っておりまして、この部分で約８００件、２２年度に終了によってコマ数が増えて

ございます。それから、震災の影響等がございまして、２２年度につきましては、２２年４月

から今年の２月までは、月平均約９,１４６件の貸し出しがございました。ところが、３月が、

震災の影響で、７,１８９件ということで、約２,０００件利用件数が落ちてございます。ただ、

この２,０００件利用件数が落ちましたが、先ほど申し上げました利用件数の２１年度の１０万

７,５３１件から、全体の利用件数につきましては、１０万８,０５６件ということで、５００件

程度増えてございます。ですので、平均的に申し上げますと、２,０００件落ちましたけれども、

年間のトータルでは５００件程度増えたと。ですので、施設の改修とか、今回の震災の影響等

で、コマ数の関係と、利用されている施設の数ということで、増減が生じてございます。 

 以上でございます。 

○委員  どうも詳細なご説明ありがとうございました。よく理解できました。 

 基本的には、今ある数字を落とさないような形で維持されていくということが基本的なスタ

ンスで、ご説明いただいた中では、区民館の中で若干地域差があるので、この地域の差という

ものを可能な手段の中で改善していくというご説明だったかと思います。よくわかりました。

ありがとうございます。 

○委員  ここの取り組みの中で、「自由に区民が集い、活動できる場を整備します」という言

葉があるんですけれども、これは新しいそういう活動の場を何か考えておられるのか。今まで

のお話だと、既存の施設だけのお話のようですけれども、新しい発想といいますか、そこらあ

たりを教えてほしいんですけど。 

○班長  関連質問ということで、ご回答をお願いいたします。 

○関係職員  私ども、今申し上げました施設は、基本的に維持を考えてございますけれども、

現在、南部地区を中心に人口が急増しているというところがございまして、南部地区のエリア

をカバーする地区センターといいますか、こういった施設を今後計画をしているというところ
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でございます。 

○委員  施設をこれからつくるという考え方と、もう一つ、難しいかもしれませんが、既存の

施設を活用するとか、そういう発想というものはないものでしょうか。例えば、学校の体育館

を何らかイベントで地域に開放するとか、それもコミュニティの活性化につながるんだろうと

思いますし、あるいは、難しいかもしれませんが、大型スーパーとタイアップして何かイベン

トを地域住民のために行うとか、そういう活動の場を、既存の施設だけではなくて、そういう

新しい発想で何か検討できないものだろうかと。これを見ていてすぐそう思ったんですけれど

も、そこらあたりの考え方を説明してほしいんですけど。 

○班長  私から若干補足します。多分、今のご質問のご趣旨というのは、まさに地縁コミュニ

ティに対応したような従来の施設、これはきちっと維持していくということいいと思うんです

けれども、先ほど私からもご説明したような、さまざまなテーマで、地縁みたいなものを超え

て、例えば集まったり、もうちょっと、あまりそんなに難しい話ではなくても、なるべく広域

の方が集まってこられるような、そういった空間の考え方というものが、もちろん現状の施設

の中でも、そういった広いエリアをカバーしている施設というのは多分あるというご説明だっ

たと思うんですが、それに加えて、さらに何かそういった新たな発想というものを区としてお

持ちでいらっしゃるかどうかというのが、ご質問の趣旨だったというふうに理解しております

が。 

○関係職員  先ほど委員から学校を利用したらどうかということがありましたけれども、学校

は既に、本来の目的である学校の授業が終わった後、あるいはクラブ活動が終わった後、地域

に対して、体育館等、そうしたものを開放しております。さらに、また土日なんかも、いろい

ろ地域で活動しているスポーツチームですとか、そうしたところにも開放しておりますので、

我々としては、学校というのは、本来は学校教育を行う場ですので、その目的を妨げるような

ことがあってはならないと考えておりまして、学校の利用というのをこれ以上広げるというの

はなかなか難しいのかなというふうに理解をしております。 

 それから、新たな発想ということになりますが、我々は、先ほど地区集会所のことを申し上

げましたけれども、地区集会所の活用というのができないかなというふうには、今検討に入っ

ているところです。ただ、地区集会所は施設の面積等も小さいということ、あと、住宅の中に

あるということで、やはりそれは音が出るとか、そうしたものをある程度制限を付したような

形での活動しか考えにくいなと思っています。現実に、例えば保育園、学校でもそうですが、

こどもたちの声がうるさいというのは、これは苦情として区のほうへ随分寄せられております
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が、こどもたちが本来的に発する活動を制限するという形では、それは考えにくいので、でき

ればそういった地区集会所、そうしたものを活用した形でのコミュニティの活性のための活動

の場としてつなげていくことができればなというふうには思っております。 

○委員  ありがとうございます。 

 学校を例にとりますと、開放されていることはよく承知はしているんですが、考え方として、

あまり拡大したくないというのはわかりますけれども、例えば、こういうときに、所管は違う

けれども、学校でもこの程度までは開いていますよとか、そういう情報発信があると。私たち

も、ただ自分たちの施設だけのことしか言っていないように思えてしまうので、何かの機会に、

参考事例で、ここではこのぐらいオープンしていますよとか、そういう情報を発信してほしい

なと。そういうふうに、セクショナリズムでない形で広めることが、先ほど委員の言われたよ

うな、横のつながりとか、見やすいとか、そういうことに考え方がつながっていくんだろうな

と思いますので、私からの意見として、そういうことを申し上げておきたいと思います。 

○委員  思いつきなので、そのまま受け取っていただかなくて結構なんですが、おそらく今の

お話というのは、先ほどの質問が出た、コミュニティ活動のサイトみたいな話と似たような話、

つまり、情報をどういうふうにわかりやすく、こういう場合にこういう空間がある、ぜひ使っ

てくださいということが、活動の紹介とうまくつながるような形でユーザーのほうが情報とし

て獲得できると、より利用の幅も広がってくるかもしれないというようなことがあろうかと思

いますので。繰り返しますが、思いつきなので、そのままということではないんですが、何か

１つの発想の参考には、今のご指摘がなるのかなと思っております。 

○委員  つけ加えで、今、学校というのが出たんですけれども、同じく、公園というところも

あると思うんですけれども。公園も、使っていない公園とか結構豊洲の地区でもあったりする

んですけど、そこを借りようとしたときに、管理はしていないからというふうにされちゃった

りとか、ほかの運動場も、定期で借りるところなら、登録をすれば貸すけれども、１回限りの

ところでは貸さないとか、お金を徴収するものでは貸さないとかということもあったりとかし

たんですね。お金がかかるといっても、経費しかいただかない、例えば、それこそ１,０００円

もかからないのと何万円もかかるのとでは、全然違うと思うんですね。それでも一緒にされて、

だめというふうになっちゃうと、結局、私たちはいろんなところに自分たちで呼びかけて、そ

のときはラグビーの普及をしようというのでやろうとしていたんですけれども、それもできな

かったりとかして、ちょっとちぐはぐだなと思ってしまったり。文化センター、区民館という

のは、もう箱を取れたので、そこを利用したいというのはすごくわかるんですけれども、そう
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いう運動場だったり公園というのも、土地を利用してつくっているものなので、使いたいとい

う団体があったら、もっと積極的に、いやいや対応するのではなくて、やっていただけたらな

と思ったんですけれども。 

○関係職員  公園を管理しているのは土木部です。公園というのは、基本的にはどなたでも使

えるというのが基本で、それをある特定の方が、あるいは団体が一定の面積を占めて使いたい

という場合には、当然、これは公園管理者である土木部のほうに許可申請が要るということに

なります。 

 それで、お金云々の話がございましたが、それは営利かどうかというところの判断だろうと

思います。ただ、私は土木部ではありませんので、はっきりしたことは申し上げられませんけ

ど、おそらくその辺が判断がつかなかったのかなという気がします。 

 一般的に言えることですが、公園を自分たちが占用して使いたいという場合には、その公園

で何をやるのか、どのぐらいの人数が来るのか、安全対策はどうなのか、そうしたもろもろの

ことをきちんと積み上げた計画書を出さないと、それは公園管理者としてはなかなか許可が出

ないんです。それは、我々が木場公園を借りてやっております区民まつりでも同じです。これ

は東京都に対しまして、きめ細かな図面等を持っていって、そういうやりとりをして、その積

み重ねが１０月の区民まつりという形です。 

 ですから、委員のは、どういう形で土木部さんのほうと接触されたかわかりかねるんですけ

れども、その辺のところの情報といいますか、こうしたものをやりたいんだということをある

意味きめ細かくおっしゃっていただければ、状況は変わったのかなという気がいたしますけど。 

○委員  ここは担当の方がいらっしゃらないので、あまり突き詰めてもしょうがないのかなと

思うんですけれども、まず、とにかくあっちへ電話しろ、こっちへ電話しろと、あちこち電話

をかけさせられ、待たされて、かかってきた電話で、最初からもう断る気まんまんの、どうや

ったら借りられるんですかということを何回聞いても、その方法すら教えてくれなかったんで

すね。情報の公開というところに入ってくると思うんですけれども、ほんとうに私たちは何と

かして借りたかったので、どういう書類が必要だとか、どういうことをしなければいけないと

いうのさえわかれば、やっていたんですよ。でも、それすら教えてくれなかったという状況が

あるので、まずはどこが担当かもわからなくて、同じところに２回、３回かけているんですね。

そういうのも、この情報の発信というところにもかかわってくると思うんですけれども、もっ

とわかりやすく整理して、教えてくださるのと、あと、そういう何か使用許可申請なり何なり

が必要なのであれば、そういうところもきちんとそこに書いてくだされば、そういう嫌々対応
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されることもなく、嫌な思いをすることもなく済んだのかなと思いますし、ここで言ってもし

ょうがいないとは思うんですけれども、そういう情報発信の中でも、そういうことを気にかけ

ていただけたらなと思います。 

○委員  最後に１点だけ、私からご質問させていただきたいのですが、先ほど、冒頭のほうで

も若干話題に出たんですけれども、世代・国籍を超えた交流の促進という取り組みの柱が立っ

ておりまして、施策の江東区の姿の中にも、「世代や国籍を超えた」というふうに出てきてお

ります。「国籍を超えた」の部分にフォーカスしたいんですけれども、事前に伺ったところで

言うと、ここ１０年ぐらいで１万人ぐらいの外国国籍の方が区の居住者として増えていると。

おそらく、ざっくり言うと、今全人口に占める割合が５％前後でしょうか。これは多分少なく

ない数字だと思うんですけれども。ありていに申し上げてしまうと、それぐらい今かなり大き

な流れが来ているところで、ここの江東区の姿でおっしゃられている「国籍を超えた交流」と

いうものに対する、この事業の構成というか、メニューが、若干心もとない感じを受けてしま

ったんですが、直截的な言い方で申しわけないのですけれども、このあたりの現状認識と今後

の方向性のあたりについて、改めてコメントいただければと思います。よろしくお願いします。 

○関係職員  今、毎年人口が大幅に増えていますけれども、実は社会増減のほかに、外国人に

よる増というのが２割ほど占めておりまして、昨年の数字で言うと、増えたうちの２割が外国

人ということがございます。今、外国人と言いましても、１１８カ国を超える方がいらっしゃ

るんですけれども、そのほとんどが中国人と韓国人とフィリピン人、これが８割とか７割とい

う数字になります。ただ、そうは言っても、区内にお住まいの方ですので、同じコミュニティ

を形成していきたいということでございます。 

 おっしゃられた、世代を超えた交流の促進のメニューがちょっと足りないというのは、おそ

らく予算的な規模なんかも、あるいは、予算の並んでいるメニューなんかもごらんになられて

思われたのかもしれませんけれども、最大の交流というのは、区民まつり事業でございます。

区民まつりについては、今、４,３００万円という予算でございますけれども、実はこれはあく

までも区がこの実行委員会に出している補助金の金額でして、実行委員会のほうでは、各協賛

企業からお金も集めたりして、実際の予算規模というのは、これ以上の大きなものになってご

ざいます。こういった区民まつりが区の中で最大のイベントなんですけれども、この中で外国

人の交流事業なんかも実施してございます。それがすべてなのかと言われるとあれなんですけ

れども、こういったきっかけづくりということで、区民まつりの中でも国際交流イベントとい

うのは実施してございます。 
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 それから、それ以外にも、区民センターという施設を使って、区内にＩＦＣ（Internationa

l Friendship Circle）という、外国人との交流グループというのがございますけれども、そう

いったところで外国文化の情報発信ですとか、そういった事業の集いといいますか、交流イベ

ントというのを、そのほかにも実施しているということでございます。 

○班長  どうもありがとうございました。 

 それでは、時間が押しておりますので、１７番につきましては、ここで区切りとさせていた

だきたいと思います。 

 コメントということではないんですけれども、今日は主に地縁コミュニティの話から始まっ

て、江東区さん、やっぱり非常に特徴的なコミュニティの構成になっていますので、先ほどお

っしゃられた町内会・自治会の加入率をアップしていくという、これを江東区の中で実現して

いくと、非常に新しいモデルとして価値が高いことなのではないかと思っています。 

 それから、情報発信ですとか、ハードの整備のところについては、そういったコミュニティ

活動の考え方との関係の中で、ぜひ細かい工夫なども、今日お話しいただいたことも含めて、

さらに進めていっていただきたいというところだと思います。 

 最後に、外国人のところにつきましては、今ご説明いただいたこともベースにしながら、さ

らなる工夫といいますか、今後さらに外国人の方の居住というものも進んでいくと思いますの

で、さらなる推進をお願いしたいというところかと思います。 

 本日の議論を含めまして、また、各委員より、本日の内容についてフィードバックをさせて

いただきますので、そちらのほうをご参考にしていただければと思います。 

○委員  すいません、ちょっと私が考えすぎなのかもしれませんけど、このペーパーの中に、

「新住民」という言葉がございまして、これで言うと、新住民と従来からの住民との交流促進

というのがありまして、言葉の使い方で、新住民という言葉が非常に引っかかっているんです

ね。ほかに適切な言葉がないのかもしれませんけれども、何となく区別、差別というんですか、

そういうふうに受けとめられるような感じがするので、一般的にこういう言葉というのは、も

う当たり前なんですかね。あるいは、新住民というのは、転入後何年生までをそう言っておら

れるのか、特段の定義はないだろうとは思いますけれども、何かほかの言葉は見当たらないも

のかというのが少し気になったものですから、追加で、少し意見として言わせていただきまし

た。 

○関係職員  今、委員からの意見がございました。実は私も個人的には違和感を持っています。

新住民、旧住民という言い方は、やっぱりおかしいだろうと。今の時点で、既に皆さん一緒の
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住民なわけですから、そこへあえて分け隔てを持ち込むような呼び方はよろしくないと考えて

いますし、何かそれにかわる言葉があれば、そういった言葉に、少なくとも我々の部署では置

きかえていきたいなと思っています。 

○班長  ぜひご検討をよろしくお願いします。 

 それでは、施策の１７番につきましては、以上で終了とさせていただきます。どうも長い時

間、ありがとうございました。 

 続いて、施策の２０番に移ってまいりたいと思いますので、関係するご担当の方、ご着席を

お願いできればと思います。 

（説明職員の席次がえ） 

 

       （２）施策２０「文化の彩り豊かな地域づくり」 

○班長  前の施策が少し延びまして、大変失礼いたしました。進行に若干不備がございまして、

申しわけございませんでした。施策の２０番につきまして、これから進めたいと思いますが、

なるべく定刻の２１時で完了するように進めてまいりたいと思いますけれども、やはり内容も

多い部分でございますので、若干ご猶予いただく場合は、どうぞご容赦いただければと思いま

す。 

 それでは、初めに、施策の主管部長のほうから、施策の現状と課題、今後の方向性等につき

まして、５分程度でご説明をお願い申し上げます。 

○関係職員  それでは、施策２０の取りまとめで、環境変化という点につきまして、初めに説

明をさせていただきます。 

 文化財保護法が平成１７年４月に改正されまして、それに伴いまして、これまで文化財保護

対象とならなかった文化景観や、あるいは民俗技術、そうしたものも保護の対象になったとい

うことが１つございます。それと、教育基本法の改正によりまして、教育基本法の中で、「伝

統の継承」、「伝統文化の尊重」、「郷土を愛すること」、こうしたことが盛り込まれたとい

うこと。さらにまた、生涯学習の理念というものがその基本法の中に新たに追加をされたとい

うことでございます。そうした法的な改正の中で、区民の方々も、実は先ほどの定住意向の率

もございますけれども、やはり新しく来た方、長く住んでいるけれどもあまり地域とのかかわ

り合いを持たない方の中で、もっと自分たちの住んでいるところをよく知りたい、そうした要

望が高まってきているというのがございます。この状態が５年たった時点でどうなるかという

こともございますが、さらに、皆さんがそうした地域のことを知りたいという要望がさらに高
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まっていくだろうということとあわせまして、生活の中でより心の豊かさを求めていく、そう

した活動が盛んになってくるのかなという気がいたしてございます。 

 ただ、そうした動きが数字的にどうかと申し上げますと、実は長期計画の区民アンケートを

平成２２年に行ってございますが、それによりますと、生涯学習活動への参加状況というのが、

実は「全く参加したことがない」という方が６０.５％で、その前の年に行いました調査が５８.

６％ですので、若干ですけれども、「参加したことがない」という方の率が増えているという

ことでございます。一方、「参加している」という方は１６.１％ということで、これもその前

の年では１７.２％でしたので、１ポイントも減っているという状況がございます。 

 そうしたところを踏まえて、江東区として文化の部分についてどのような取り組みをという

ことでございますが、３つございます。 

 １つは、伝統文化の保存と継承ということでございます。委員の皆様、よくご存じのとおり、

江東区は震災・戦災によりまして、数多くの文化財を失ってございます。そうしたことから、

昭和５５年に文化財保護条例を制定いたしまして、文化財を広くとらえて、それを台帳に記録

するという登録制度をつくりました。現在は、その制度を中心に、文化財の保存に努めている

ところでございます。この登録制度につきましては、実は国のほうは、平成８年にようやく文

化財保護法を改正して、登録制度を設けたところでございます。ですから、江東区としては、

そうした取り組みは、国よりも先駆けて取り組んできたということは言えると思います。その

登録の活動の中心を担っていますのは、文化財専門員でございます。さらに、区のほうが行い

ます文化財の保護のための講習会等、そうしたものを受けて、一定のレベルのある方を文化財

保護推進協力員に任命いたしまして、そうした方々と一緒になって文化財の保護活動をやって

いるというところでございます。主としてそちらの部分は有形の文化財ということになります

が、無形の文化財というところでは、木場の角乗、あるいは深川の力持、さらには手古舞等が

ございますけれども、そうしたものにつきましては、文化担当のほうで映像による記録の保存、

こうしたものも行っておりまして、それもただ保存するだけではなくて、貸し出しも行ってい

るということでございます。 

 それから、伝統芸能を一般の方に多く知っていただくということで、公開に努めてございま

す。木場の角乗、あるいは力持といったものにつきましては、１０月に行います江東区民まつ

りの中で、イベントの一つとしてこれを実施しているというところでございます。さらに、年

明けには新春の民俗芸能披露ということで、これは屋内施設を借りての公開ということになり

ますけれども、そうしたものをやっているということでございます。 
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 こうしたさまざまな形で、江東区に伝わります文化の保存と継承、こうしたものを皆さんに

知っていただくということで取り組んでいるところですけれども、この事業につきましては、

やはり平成２２年に行いました長期計画の区民アンケートによれば、そうした事業をやってい

るということについて、「わからない」という方が３９.５％、行われているということで評価

していただけた方は３９.１％、「そう思わない」という方が５.５％という状況でございます。

ただ、設問の「わからない」というのが、事業自体がわからないのか、事業の中身がわからな

いのかということについて、細かい設問の形になっておりませんので、この数字については、

そのまま我々は額面どおり受け取るわけにはいかないなと思っております。 

 具体的には、文化財保護事業、あるいは文化財公開事業、文化財講習会、こうしたもろもろ

のものに取り組んでいるわけですけれども、新たな事業といたしまして、旧中川に和船を運航

させようということで、現在、その事業に着手をしているところでございます。そのほか、江

東区と言えば芭蕉ということで、芭蕉記念館の改修事業、あるいは、深川江戸資料館の改修、

こうしたものに取り組んでいるところでございます。 

 芸術文化活動の支援ということでございますが、芸術文化を鑑賞して、これに参加していた

だくということをねらいとして、年間１００本に及びます多彩な分野の芸術活動の提供という

ことでやってございます。さらに、またアマチュア団体の活動の支援という形がございます。

主としてこれらにつきましては、江東区の文化の拠点となってございます、江東公会堂、こち

らのほうを中心として、芸術活動等の提供をさせていただいているところでございます。 

 さらにまた、新しい地域文化の創造と参加の促進でございますが、こちらのほうでは、事業

のぶら下がりという形は出してございませんが、実は施策１８のほうで、いわゆる公益財団法

人文化コミュニティ財団、こちらのほうへ、私ども、委託金等の支出をしてございます。そう

した中で展開をしているということでございますので、これにつきましては、昨年の外部評価

の際に、いろいろご説明をさせていただいたところでございます。 

 課題といたしましては、文化財の継承の方策というものをきちんと策定をしていく必要があ

ると。江東区は１,０００を超える文化財がございますけれども、その優先順位というのをつけ

て取り組んでいかなければならないというふうに考えてございます。さらに、これは江東区で

なければ絶対に感じられない、体験できないという、そうした文化活動、あるいは芸術活動、

こうしたものを推進していく必要があるかなと。そのためには、江東区の魅力的な芸術を展開

する江東公会堂、この存在もさらに高めていく必要があるだろうと考えてございます。その辺

が課題かなということでございます。 
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 今後の方向性につきましては、今申し上げました課題と重複いたしますけれども、これから

は区民の方々との協働による芸術文化活動、あるいは文化財の保存、こうしたものに取り組ん

でいくことが必要だろうと考えております。 

 以上でございます。 

○班長  どうもありがとうございました。 

 それでは、早速内容のほうに入ってまいりたいと思います。大きく施策実現の取り組みとし

ては、伝統文化の保存・継承と、あとは、芸術文化活動への支援、新しい地域文化の創造とい

ったあたりが柱になっていると思います。 

 それでは、早速質問のほうに入ってまいりたいと思います。ご質問をお願いいたします。 

○委員  区の文化財の伝統文化の保護、保存ということで、ガイドさんとかをつくられていら

っしゃると思うんですけど、今度、私のほうでも、こどもたちを連れて門前仲町の探検ツアー

をさせていただくんですけれども、そういった活動をもっと小さい形でどんどんやっていくと、

大きい団体だとなかなかこどもたちって集中できないので、小さい取り組みというか、小さい

ところでどんどんたくさんやっていくのはなかなかいいことなのではないかなと思うんですけ

れども、それを知る場所――私たちはそういう関係なので、一生懸命いろいろ探すんですけれ

ども、そういうのがないと、見れば行くかもしれないけれども、知らないで終わっている人た

ちがすごく多いのではないかなと思うんですけれども、そういうところを、区報は見ていて、

たまに載っているのは知っているんですけれども、それ以外に広めていく活動というのは何か

されていらっしゃいますでしょうか。 

○関係職員  今委員から、そういったガイドの多様な対応ということでご質問ございましたが、

今、ガイド活動というのは実は２つやってございまして、１つは文化財ガイド、これは従来か

らやっていて、ガイドの方は３０名弱登録をされておりますけれども、７つのコースがあって、

申し込みが昨日で言うと８０件ぐらい、全部参加された方は８８１名ということなので、平均

すると１０人ぐらい、中には５０人、６０人来たり、３人とか５人でも対応してございます。

料金は取らないで、無料でご案内をしております。一番多いのは、やはり門前仲町の富岡八幡

ですとか、深川お不動さんとかをご案内して、これは予約制でございますけれども、ふだんは

見えない奥のところにいろいろあったり、知っている方でも初めて発見されたということで、

好評を得ております。遠方から来ている方、あるいは区内の方、先ほど新しい住民の方という

ようなお話もございましたが、臨海部に越してきた方で、より江東区を深く知りたいというご

希望の方も多くて、そういったご希望を受けて、もうフェース・トゥ・フェースでご案内をし
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ております。 

 今までこどもだけの申し込みというのは特になかったんですが、例えば、親御さんが一緒に

予約をしてお連れいただければ、こどもにもわかりやすく説明できる方々がおりますので、あ

る意味、私どもも、どうしても遠方の方ですとか、そういった方を想定していたので、そうい

ったこどもたちにも簡単にご説明できますので、ぜひご利用いただければなと。無料というこ

とで、富岡八幡なんかをご案内していると、おもしろいということで、来ている方がぞろぞろ

ついてくるんですよね。それはお断りするあれもないので、ご一緒に聞いていただいたりもし

てございます。そういったところで、ご利用いただければ、それが周知ということになると、

いま一つ工夫が必要かなと。 

 もう一つは、観光ボランティアガイドということで、深川東京モダン館という施設を深川の

中につくりまして、そこに観光ボランティアガイドの方が詰めていただいて、午前と午後にご

案内をするというような観光ガイドもしてございます。ただ、モダン館のほうはまだ周知度が

それほど高くないということで、これは今また改善を考えているところですが、そういった観

光ボランティアガイドも利用ができますので、私も小学生のお子さんとか、そういう方対応に

というのは、今までどうだったかというのはあるんですが、どの年代の方々もご利用いただけ

ればなと思っております。 

○委員  よろしいですか。関連してなんですが、すみません、今ご説明いただいたかもしれな

いんですけれども、文化財ガイド、観光ボランティアガイドさん、それぞれ何人ずつ今登録と

いいますか、どれぐらいのところで。 

○関係職員  文化財ガイドが２８名です。それで、観光ボランティアガイドのほうも４０名ほ

どなんですが、実は重複してやられている方もいらっしゃるので、実働人数というと、５０名

というところでしょうか。 

○委員  わかりました。 

○委員  今のガイドさんは、有償ボランティアのガイドさんですか。 

○関係職員  文化財ガイドのほうは、２,０００円ということで、報償費というのをお支払いし

ています。ただ、いろいろ含めて３時間ぐらい拘束したり、お願いしている中の２,０００円と

いうことなので、ほんとうにボランティアです。 

 文化財ガイドも、時間によって１,０００円、２,０００円ということで、報償費をお支払い

させていただいております。ただ、有料の深川江戸資料館などに入ってご案内するようなとき

は、それは当然免除みたいな形をとっていたりしていますので、少ない報償費の中で、熱心に
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ガイドをしていただいている、そんな形でございます。 

○委員  ありがとうございます。もうちょっと出してもいいような気がしたんですけれども。

いや、かつて私もやろうかなと思って、初級とかを受けて、いろいろコースを回ったことがあ

るんです。関心は大変あるんですけれども、ちょっと大変。 

 それはちょっと別としまして、ここに関連して、下の３－１で載っております、「伝統の継

承」、「伝統文化の尊重」、「郷土を愛すること」が教育基本法に入ったと。これの実際の法

に基づく、学校教育になるんでしょうか、それの実態というのはどの程度進んでいるのかとい

うのがわかりましたら教えてほしいんですが。 

○関係職員  この伝統文化の部分というのは、教育基本法の改正ということで、学校のほうで

も、教育課程ということで、小中学校はそういったことを基本に――小中学校は教育基本法の

改正はちょっとずれて入っていますけれども、いろいろ対応してございます。例えば、歴史文

化で言うと、社会の部分ですとか、そういったことで、やはりこういった文化財の保護も含め

てありますし、それと、やはり地縁といいますか、自分のふるさとの部分をよく知ろうという

部分では、例えば、文化センターなどでも、小津安二郎ですとか、あるいは石田波郷ですとか、

のらくろの田河水泡といったことで、センターごとに特色を出していますが、そういった郷土

から出た方々をきちんと知って、自分のアイデンティティにつながる、地域に誇りを持つとい

った部分も重視しております。 

 また、社会の副読本などでも、そういった伝統文化に関する記述が、教育課程のほうで決め

られて、そういう変更を伴ってやっているということなので、私ども、文化財保護の観点から

は、非常に歓迎するカリキュラムがこれから入ってくるということで、先ほど委員からもござ

いましたが、小さいこどもたちからやはり愛する気持ちをはぐくんでいきたいということで、

工夫を重ねたいと考えております。 

○委員  ありがとうございます。 

 ちょっと話がずれて申しわけないんですけれども、冒頭の説明の中で、生涯学習活動に参加

したことのない率が高くなっているという、このようなお話が、ここと直接は関係ないんです

けれども、お話にありましたもので、これは所管が変わったせいというのもあるんでしょうか。

以前は教育委員会のほうでやっていましたですね。それが、今度、地域振興部のほうに変わっ

たんでしょうか。理由はわかりませんけれども、組織が変わったことによる影響というのはあ

るのかないのかとか、そこを聞きたいんですが。 

○関係職員  組織が変わったことによる影響というふうに我々は理解をしておりません。むし



31 

ろ、生涯学習の分野というのは、経済的状況に影響されるところが多分にございまして、やは

りある程度余裕がないと、例えば、文化センターで行われるいろいろな事業につきましても、

無償ということはないので、ほとんどの場合は有償なわけですから、やはりお金がかかるとい

うところで、そういったものに参加することをためらわれる方が若干増えたのかなという気が

いたします。決して組織が変わったからということ、それはないと思います。 

 というのは、生涯学習をやっているセクションは、丸ごと――丸ごとという言い方はおかし

いんですが、地域振興部に移ってまいりましたので、スタッフ等はすべて、これまでも文化財

の事業ですとか、あるいは文化活動についての事業ですとか、そうしたもののノウハウを持っ

ておりますので、それはないというふうに我々は理解をしております。 

○委員  それとの関連で、５年後の予測の中に、団塊世代を中心に、ライフスタイルの選択肢

としてというので、こういう人たちの塊に対しては、ある程度の品ぞろえみたいな、積極的に

参加するような仕組みが必要だろうなと思うんですね。そうしたときに、この生涯学習活動も

いろいろ連動してくるんだろうと思うので、ここはもう少し何か増やす、先ほど費用の形を言

われましたけれど、あれは参加費って高いんですか。 

○関係職員  いろいろ文化センターなどを中心に、そういった生涯学習活動もやってございま

すけれども、費用としては実費程度というところも多うございますし、決して高いわけではな

いのかなと思っています。 

 ただ、もう一つは、アンケートを採ると、これはいわゆる３,０００人のアンケートを採って、

５０％ぐらいが返ってくる。その中で、地域と世代もバランスをとって採っていますので、な

かなか生涯学習という言葉自体になじみがない世代もあります。あるいは、逆に、定年を迎え

た方々というと、じゃ、一息ついたところで、自分の好きなことをやりたいということで、い

ろいろ積極的に、むしろ参加の意向がある方も多うございまして、そういったところで見ると、

生涯学習という言葉についての世代間の反応もまたちょっと違うのかなという気もしないでは

ないですが。 

 ただ、やはり会社のお仕事をやめられて、これから時間が持てる。そういったところで、ボ

ランティア活動をされたい、あるいは、生涯教育をまた受けてみたいという方々が参加しやす

いように、文化センターのほうでも講座を多く設けて、あるいは、ＰＲについても、ホームペ

ージなども含めて、あるいは冊子の、区報と同様の部数を出しているＰＲ紙もありますので、

そういった中でご応募を待っているような状況でございます。 

○委員  ありがとうございます。 
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 この生涯学習というのは、例えば、今もあるのかわかりませんが、「自悠大学」と連動する

コースということでよろしいんですか。 

○関係職員  「自悠大学」は、かつてそういうことで、自ら悠々の悠ということで、世代的に

は少し上の方が対象になっていたかと思うんですが、いろいろなカリキュラムはその中で進め

られるということですが、今、多分、カリキュラム全部を制覇するのではなくて、お好きなも

のを申し込んでいただく、あるいは、先ほど委員から文化財保護推進協力員の初級をというお

話もありましたが、例えば文化財保護推進であると、初級、中級、協力員、その先にガイドを

やられる方の希望があれば、今度はガイドのやり方をということで、ステップを踏んでいる、

そういったところを狭く深くというようなこともあるので、おそらくそういった部分では、い

ろんなチョイスができるような工夫を各文化センター等では工夫して設けているかなと思いま

す。 

○委員  私のほうから、文化財保護の部分について１つご質問を差し上げたいんですけれども、

先ほどからご説明がありましたように、江東区さんの中に、国に先駆けてやるぐらいの文化財

保護の取り組みをなさってきて、実際、ボリュームもあって、資料館等も複数展開されていら

っしゃる。先ほどのご説明の中で、今後については、こういった施設、あるいは事業を含めて、

優先順位をどうつけていくかというのが課題であるというふうにおっしゃられていたかと思う

んですけれども、これは、例えば、優先順位をつけるというのは、どういうステップでやって、

優先順位をつけた後は、現状についてはどういう形で整理をされていくということが想定され

るのかというのをお伺いしたい。先ほどのご説明に追加する形でお伺いしたいんですけれども。

よろしくお願いします。 

○関係職員  文化財の事業というのは幾つかございまして、その中でも、大きく分けて、保護

事業、あるいは文化財を公開していくための事業、文化財講習会事業、郷土資料の観光事業、

それと、保護推進協力員、いわゆる人材を育てる事業、あとは、そういったものとそれぞれの

施設の充実みたいなことが、ハードでは出てきます。そういった中で、優先順位をつけていく

という部分については、要は、従来はまず文化財保護条例を区のほうで昭和５５年に設置をし

て、そういう土台をつくった。そして、登録文化財も１,０５５件を数えるまでになった。その

中で、今度何をやっていかなければならないのかということであると、登録はしたはいいけれ

ども、そのままになっているとか、そういったことについて、やはり可及に手をつけていくべ

きものがあるだろうと。 

 ちょっと例で申し上げますと、前の震災がありまして、文化財保護推進協力員の方々４０人
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に調査をお願いしました。４月にお願いして、３カ月ぐらいご活動いただいて、その中で、

５７２件の屋外の文化財をチェックしていただいたんですが、皆さん大変精力的にやっていた

だいて、結果は、５３１件は被害がない、９２.８％は幸い被害がない。ただ、逆に言うと、７.

２％は、石灯籠が倒壊したですとか、鳥居が崩れた、狛犬が壊れたというようなこともありま

して、その７.２％は何らかの形で登録文化財に損傷があったと。 

 では、それをどうするかということで、登録文化財については、基本的にはその保持者の方

が修復をしていただく。神社仏閣、お寺などだと、檀家さんのご協力でそういったものを直す

というのが基本でございますが、今回、この調査をやってよかったというのは、ある意味、悉

皆調査をやらせていただいたということと、実は文化財を保持している方と協力員の方々が実

際フェース・トゥ・フェースでお話ができた。そうすると、ふだんこれは文化財に登録してい

るよというお寺の方でも、どうなっているかとか、あるいは、そういった部分がそのままにな

っていたり、それが逆に、調査に来てくれたんだということで、区のほうでも協力員の方々も、

これは大事に思ってくれているんだということが相手方に伝わったと。そういった部分で、調

査以上に効果があったのかなと。それで、この結果も、いろいろこれからつなげられるという

ことで、文化財はそのままにしておくというものではなくて、やはりそういったことをやって、

なおかつ、先ほどのお子さんがたにそういったものを説明してつなげていく、継承していくと

いうことが大事なので、今回はマンパワーでそういったことのきっかけができて、逆に、ある

意味、これをきっかけに、きちんとした継承を広められるのかなというふうに考えてございま

す。 

○委員  ありがとうございました。 

○委員  有形文化財もそうなんですけど、私は無形文化財の継承というのが、全国的にそうだ

と思うんですけど、なかなか難しいことだと思っていて、その辺の取り組みとかをどうしてい

るのかなと思うのが１点と、あとは、日本の文化、外国人の方で興味を持っている方がすごく

多いので、さっきの施策１７のほうにもかかわってくるのかなと思うんですけれども、そうい

う外国人の方にも継承していくというような試みもあってもいいのかなと思ったりして、それ

がコミュニティにもつながっていくのではないのかなと思ったりしたんですけれども、その辺

をどのようにお考えになられているのかなと。 

○関係職員  無形文化財の方、今、指定が６名。指定というのは、登録から一つまた認められ

て、指定文化財になるんですが、無形文化財の方は、指定が６名と登録が３９名、それと、無

形文化財で、亀戸天神のうそかえ製作というのが団体であります。こういったものが合計４６件
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の無形文化財でございます。 

 それで、今、やはりそれの継承、例えば、船大工の方というのは、登録で今１名いらっしゃ

いますが、９１歳の方でございます。今回、和船をつくるということで、その息子さんのほう

でそのわざを継承しながらやりたいということで、息子さんは著名なヨット製作の方なんです

が、そういったところで継承をしていくということがまず大事だと。やはり無形文化財のお子

さんがそういった継承をされるケースが多くて、そういった部分については、区でも支援をし

ているところですが、とはいえ、皆さんご高齢で、平均だと、指定・登録合わせると、無形文

化財の方々の年齢は７２.８歳。若い方は５４歳という方もいらっしゃいますが、とはいえ、や

はり技術もさることながら、経験知も合わせての無形文化財ということですので、これは逆に

言うと、登録を指定する場合、年が上でないとしないということでは決してなくて、若い方は、

先ほど言ったように、五十三、四歳の方も入っていますので、私どもとしては、そういった技

術、経験等を加味して、そういった方がいればどんどん無形文化財に登録をしていただいて、

そのわざをまた継承できるような形をつくっていきたい、そのように考えています。 

○班長  どうもありがとうございます。 

 実は進行の関係もございますので、先に進みたいと思います。施策を実現するための取り組

みの２番、３番、これらについて、まとめてご質問をお受けしたいと思います。いかがでしょ

うか。 

○委員  先ほども話していたんですけれども、新しい地域文化というのがよくわからないなと

いうところで、少しご説明いただければ。 

○委員  これは新しい地域文化の考え方のご説明という概念的なところでも結構ですので、江

東区さんでお考えの、ここに書かれた新しい地域文化というのはどういうものとしてとらえて

いらっしゃるかというのを、改めてご説明をお願いできればと思います。 

○関係職員  ある意味、地域文化、昔で言うと、江東区というのは、城東地域と深川地域とい

うふうに分かれていました。それと、臨海部については、ほんとうに豊洲のところまでといい

ますか、江戸時代で言うと東西線のところまでがあったわけですが、そういった部分から言い

ますと、大きく城東、深川と分かれたところ、城東は城東で、亀戸、大島、砂町、深川も北、

南で分かれて、それに豊洲等の臨海部があるというようなエリアになるんですけれども、ある

意味、地域文化というのは、広義に考えるか狭義に考えるかという部分でも違うかと思うんで

すが、私は、今、文化を江東区がサポートしている現場というのは、８つの文化センターエリ

ア、あるいは、ティアラこうとう、そういったもの、それと、歴史三館という深川江戸資料館、



35 

中川船番所、芭蕉記念館、そういった施設があって、それにご参加いただいている中で、いろ

いろな文化講座、芸術みたいなものが醸成されていくというようなことがあろうかと思います。 

 実際、そういったところでの、ただ芸術文化活動を学ぶのではなくて、そこでお仲間になっ

た方が、自主グループなどをつくって、いろんな文化芸術の部分で活動を続けている。そうい

ったところがあれば、先ほどコミュニティの前半のほうでもいろいろあったんですが、なかな

かコミュニティをつくろうと思っても、自分だけでは当然つくれない。ところが、文化センタ

ーを中心とした講座になって、区の講座を卒業した方が、今度は自主グループということで活

動できています。今、２５０以上の自主グループの団体があって、そういった団体があると、

講座を受けただけでなくて、その後に、要は、同じお仲間で勉強を深めていく。そういった部

分は、施設の貸し出しについても、文化センター等は協力をいたして、自主グループの育成を

助けているところでございます。 

 ですので、ある意味、地域文化というのは、ことエリアだけでなくて、人と人が出会った中

でつくられていく。それは、いろんな地域から来た方がグループをつくる場合もあるんでしょ

うけれども、拠点を中心に、例えば古石場を中心にやる、あるいは亀戸を中心にやる、そうい

ったものが要素としてはあるのではないかなと思っております。 

 それと、それとプラスして、そのエリアの特徴がございますよね。深川、城東、亀戸、砂町、

それぞれの地域の特徴もあって、その中でまたそういった活動をするということで、いろんな

融合ができるのではないかなと、そのようなことも考えてございます。 

○関係職員  ちょっと補足させていただきますけれども、隣のページの、今後５年間の施策の

取り組みの方向性のところに、江東区ならではの新たな地域文化としてという形で、幾つか例

示を挙げさせていただいておりますけれども、例えばこの中で、次世代育成という形で、江東

少年少女合唱団の運営事業というのを江東区文化センターでやっておるんですが、この合唱団

につきましては、江東区文化センターが発足いたしました昭和５７年から続いておりまして、

団員は５歳から高校生までの５クラス編成で、現在約１００名程度おります。 

 この合唱団は、毎年サマーコンサートというのをやっておりまして、昨年で２０回目を迎え

ております。最近では、この合唱団のレベル向上、それから知名度のアップによりまして、客

演要請等が来ておりまして、メディアでも取り上げられておりまして、例えば、本年５月にお

きましては、英国のバーミンガム・ロイヤル・バレエ団２０１１年の日本公演の中で、４日間

にわたってコーラスを務めております。 

 そのような形で、新たな江東区の文化の継承といいましょうか、伝統文化というものを目指
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しまして、次世代育成という事業の中で、次の世代につなげる事業という形で文化センターと

しても取り組んでいるところでございます。 

 以上でございます。 

○委員  ありがとうございます。 

○委員  言葉のイメージとしまして、新しい地域文化という、そうなりますと、イメージとし

てはもうちょっと違うことを期待していたんですが、基本的には施設を中心として、そこで門

戸を開いて、特徴的なところを育てていくような、そういうふうに受け取りました。 

 それで、どうも気になっていますのは、建物ありきといいますか、施設ありきで、予算上も

そうなんですけれども、江東公会堂、いわゆるティアラこうとうを全面的に予算化して、ここ

を高めていくことが、この知名度を上げることが、こういう文化の盛り上がりといいますか、

レベルアップにつながるんだというように受け取れるんですけれども、あまり強い分野でない

ので、よくわかりませんが、どうも違うんじゃないのかなという。地域文化って、もう少し大

きなエリアで考えるべき――種目ではなくてですね。種目と言うと失礼かもしれませんけれど

も、もう少し広域のエリアで独特の文化というのが何かあるんじゃないかという気がするもの

ですから、すいません。 

○関係職員  ありがとうございます。 

 私も、さっきの説明は、どっちかというと、狭い意味で区内に点々とした施設などというこ

とで、もう一つ、江東区ならではの新たな地域文化ということで言いますと、ここにもござい

ますが、やはりシティ・バレエ団とシティ・フィルハーモニック管弦楽団、この２つの団体が

平成６年に江東区と提携を結びました。その中で、例えば、せんだっても「ジゼル」というバ

レエの公演が２日間ございました。震災復旧でベルリンでガラ・コンサートというので、ダン

サーが世界中から集まったところに、日本から２名選ばれた方、その方も今回この「ジゼル」

に出たんですけれども、バレエ団とシティ・フィルとの連携事業というのは、これは江東区な

らではです。やはり２３区いろんなところで立派な施設、あるいは団体がありますけれども、

バレエ団とシティ・フィル管弦楽団と提携を結んで、一緒の公演が、安い席で３,０００円でし

たから、そういったところで観られるというのは、ほんとうに江東区ならではの特色だと思い

ます。 

 シティ・フィルハーモニック管弦楽団は、せんだってまた宮本文昭さんが指揮をやってコン

サートもやったんですが、久石譲さんの曲を――「トトロ」なんかで有名な方ですが――やっ

たんですが、会場に本人も来ていて、あるいは、宮本さんのお嬢さんで笑里さんというバイオ
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リニスト、当日来ていらっしゃいました。当日のブログに、笑里さんは、今日ティアラで父の

指揮するフィルハーモニックを聞いて、非常によかった、うれしかったということを書いてい

て、その後ブログで、「ティアラってどこですか」ということが質問であるんですよ。やっぱ

り知らない方にとって、それはすごいイメージを、今度、江東区のティアラこうとうだという

ことでつながりますし、ある意味、そういったところで牽引者として、シティ・バレエとかシ

ティ・フィルハーモニックが引っ張ってくれている。そういった部分で言うと、そういったと

ころと連携をとって、リードしていくという部分では、江東区ならではの体制が今できている

のかなと考えております。 

○班長  どうもありがとうございます。 

 間もなく２１時になるんですが、すいません、あと２つ、３つ、続けさせていただきたいと

思います。 

○委員  今のご質問とご回答に関連して、私のほうから伺いたいのが、要は、この施策の２番、

３番のほとんどを担っているのがティアラこうとうというか、江東公会堂管理運営事業のとこ

ろだと、ちょっと乱暴な理解かもしれませんが、かなりのポジションを占めているかと思うん

ですけれども。内容というより、この手の規模の事業になってくると、どうしてもこれは伺う

ことが重要になってくるということなので、まず、これは運営形態はどういうふうになさって

いらっしゃるんでしょうか。区直営でしょうか、それとも、指定管理者等を利用されているの

でしょうか。 

○関係職員  ティアラこうとうを含めまして、文化センターも、総合区民センター、あるいは

地域の文化センターも、それに加えて、先ほどの深川江戸資料館ですとか歴史三館、すべて公

益財団法人の江東区文化コミュニティ財団が管理をしております。これは指定管理ということ

で、区のほうから、文化観光課のほうが指定管理をお願いしてやっているということです。 

○委員  そうしますと、指定管理者制度のスキームの中で、さまざまなチェック等はかけてい

ると思うんですけれども、それを理解しているという前提で、改めて、これは年間３億５,

０００万ぐらいの予算規模で出されているんですが、この管理運営事業ということに対する効

率性ですとか、あるいは、先ほどの採算性とか、こういうことのチェックというのは、区とし

てはどういうふうに考えられているんですか。 

○関係職員  ここにはティアラこうとうだけでございますけれども、ほかの館も全部で含める

と、相当数の金額をかけていまして、管理をお願いしているところです。 

 例えば効率性などの部分で、ティアラなどとの共催事業というのを、ティアラだけではなく、
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文化センター全体で年間６０回ぐらいやってございます。共催事業というのは、出演者の方に

出演料を払うとかではなくて、会場使用料は取らない、そのかわりコンサートなり公演をやっ

ていただいて、チケットの売上を収入として、財団のほうは１０％をチケット売上のほうから

いただくという。そういったことをやると、なかなか聞けない、レベルの高いコンサートです

とか、そういったものが開催されるということで、そういった施設を利用した仕組みで、バラ

エティのあるコンサートをやっていくというような工夫をやってございます。 

 それと、採算性については、これも指定管理を、今回５年間の後、また今後５年間というこ

とで、新たに指定管理を結んだわけなんですが、その過程で、やはりかなりハードルの高いチ

ェックをさせていただいて、その中で、きちんとした財政効果、あるいは縮減の努力といった

ものをお出しいただいた上でやってございますので、それについては自信を持って考えてござ

います。 

○委員  それで、関連してなんですけれども、先ほどさまざまなソフトといいますか、イベン

トも含めて、相当特徴的なこともなさっているということなんですけど、一方で、今まさにご

説明いただいたような、経営といいますか、運営の部分でも、そういった、きちっと抑制のき

いたといいますか、かなりさまざまなチェック機能が働く中で、創意工夫で展開しているとい

うあたりは、あわせて、むしろアピールとまではいかなくても、そこは積極的にご説明されて

いくということは意味があることだと思いますけれども、このあたりは、私が単に不勉強なの

かもしれませんけれども、どういった形の対応でなさっているかというあたり、すいません、

この機会ですので。 

○関係職員  ５年間の指定管理を受けるに当たって、事業計画を出しているんですけれども、

そのほかにも、毎年度、区のほうの予算という形では、補助金と、あと、施設管理の委託料と

いうことで、文化観光課が予算要求をするんですね。それで、その下資料の作成というものに

ついては、財団が作成をしております。文化観光課のほうは、その財団が作成した資料を査定

することによって、区としての予算要求を行い、その金額について、今度、財政課が査定をす

るということで、ある意味、財団がつくったスキームについて、二重のチェックを毎年度かけ

ているということでございます。 

○委員  よくわかりました。ありがとうございます。 

○委員  すいません、予算の話になりましたので、公会堂の管理運営事業が、２３年度予算で

３億５,３００万ぐらいですね。たまたま文化コミュニティ財団の２３年度の事業計画の予算の

中に、管理受託収入というのがあるんですけれども、これは、この金額を含んだ数字というこ
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とでよろしいですかね。管理受託収入が８億２,０００万というのがあるんですけど。 

○関係職員  私どもが区からいただいているお金というのは、施設を管理する部分での受託収

入。施設の管理については、区からの委託を受けている形で、その事業を受託してやっている

ということなんですけれども、それ以外にも、自主事業ということで、財団が区から補助金を

得て事業を実施するという形態をとっておりますので、私どもとすると、事業を行うための補

助金と、あと、施設管理を行うための受託収入の、あとは、人件費の部分でも補助金という形

でいただいているんですが、その３本が、区からいただいているお金の主要な部分を占めてお

ります。 

○委員  補助金が１０億余りあるんですけれども、その中のほんの一部が、この公会堂のこの

数字だということですね。 

○関係職員  財団全体で見ますと、１２９名の職員がおりますので、区から派遣されている者

もいるんですが、そういった者の人件費。そういったメンバーも、実は芸術文化の専門性をも

った者もたくさんおって、それぞれが自主的に講座を企画できる力を持っている者がメンバー

となってございます。そういった人件費も含めてということでございます。 

○委員  すいません、時間が来ているので、言いそびれるといけないので、あと１点だけ、こ

れはお願いといいますか、ここの地域振興部の管轄ではないかもしれませんけれど、ティアラ

こうとうはすごくいいんですけれども、他区からの評判では、何と言っても駅から遠い、暗い

というのがありましてね。運動場とか、前が公園ですので、わかるんですけれども、夜は暗す

ぎるので、帰り、住吉駅まで歩いていくのに、もう少し明るい道を通りたいということもあり

ますので、あの辺を何か明るい通りにならないものかというのは常々思っていまして、こうい

う機会でないと申し上げることができないかなと思って、意見として言わせていただきました。 

○委員  ちょっとピンポイントのご意見が出ましたが、全体の文脈の中で、今出された意見で

すので、そういった形でお聞き取りいただければと思います。 

 よろしいでしょうか。最後に私から１点だけなんですが、半分まとめになってしまうかもし

れないんですけれども、この施策自体、地域振興部さんが単独でなさっていらっしゃるんです

けれども、やはりさっきの文化財保護の話にしても、あと、今後半のほうでお話があった、例

えば、区民参加型で新しい芸術文化活動みたいなものが生まれてくるという話にしても、ちょ

っと抽象的な言い方になるんですけれども、これはここだけにとどめておくのは余りにももっ

たいないという感じがしていて、先ほどの文化財保護の例で言えば、教育等との連携、それか

ら、さっき委員がおっしゃられた多文化共生の視点も入ってくる。 
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 もっと言えば、例えば、これはちょっと大きい話になってしまうんですけれども、最近、ヨ

ーロッパ、アメリカでは、創造都市論という、文化活動をベースにして、産業振興までやっち

ゃおうというのが、例えばロンドンとか、サンフランシスコですとか、ニューヨークなんかで

も起きていると。江東区というのは、メガシティの東京のまさに中心部の下町エリアにあるわ

けで、そういった意味でも、何かしらのポテンシャルの接点はあるかもしれないという中で、

やはり施策を超えた部署間の連携という部分については、今後、ティアラこうとうの管理運営

事業の中でも、なかなか難しいかもしれませんが、庁内連携というのはぜひ意識的に進められ

ると、より発展した形が見えるのではないかと、印象として大変強く思いました。それぐらい、

特に文化財の保護については、江東区さんのポテンシャルというのは非常に高いと感じており

ます。 

 ということで、時間は１０分過ぎましたが、以上で施策の２０番のヒアリングについては終

了とさせていただきたいと思います。 

 なお、本日の質疑応答を含めまして、各委員より評価シートを作成し、お渡ししたいと思い

ますので、ご参考いただければと思います。 

 最後に、事務局から連絡事項がございますので、よろしくお願いいたします。 

○事務局  本日は長時間にわたり、どうもありがとうございました。また、関係部課長さん、

どうもありがとうございました。 

 事務局からは、事務的なご連絡で３点でございます。いつものご連絡が２点です。外部評価

のシートでございますけれども、作成をお願いいたします。本日メールでデータ形式で書式を

送付させていただきます。締め切りは、７月２７日でございます。担当の職員までご返送をお

願いしたいと思います。 

 それから、請求書を机上に載せてございますけれども、住所と氏名をご確認の上、ご捺印を

お願いいたします。 

 最後に、来週月曜日、７月２５日のヒアリングは、班別ではなくて、全体で行わせていただ

きます。６時半ではございませんで、午後７時までに庁舎の７階の７１会議室のほうにお集ま

りをお願いしたいと思いますので、どうぞよろしくお願いいたします。 

 以上でございます。 

○班長  どうもありがとうございました。それでは、最後に、時間が超過してしまいましたこ

とを、進行役として不手際がございまして、まことに申しわけございませんでした。長時間、

どうもありがとうございました。本日はこれで終了したいと思います。どうもありがとうござ
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いました。 

 

―― 了 ―― 


